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上 衣風 上衣芽腰 ， 脈絡叢乳頭凰 お よ び悪 性脈絡草乳頭腫 は脳室系に 発 生 す る腫瘍 と して 知 られ
て い る が， 実際に は稀な腫瘍 で あ り 明確 な診断基準が確立 され てい な い 一 著者は， 脳内 に発生す る
こ れ ら
腫瘍の診断， 及び分類 に有用 な形態的特徴 を明ら か に す る た め に ， 光顕及 び電顕的観察 を行
い ， あわ せ て
免疫組織化学的検索 を行 っ て そ の有用性 に つ い て検討 した ． 手術 に より 得られ た脳腫瘍
16例 く内， 上 衣腫
6机 上 衣芽腫 4例， 脈絡黄乳頭腰 5例 ， 悪 性脈絡草乳頭腰 1 即 ， 対照と しノ て
ヒ ト成 人， 幼君 な マ ウ ス ，
及び鶏胚 それ ぞれ の 脳室上 衣と脈絡草 を観察 した一 上衣 凰 及び 上衣芽腰は全
て 光顕 上 真性 ロ ゼ ッ トを も
ち， 確定診断 に と っ て 最も重要 な根拠 と な っ た ． 上衣腫， 及び 上衣芽腫 は 全
て glial fibrilla ry a cidic pr otein
くG F A P順 性で ケ ラチ ン 陰性 であ り， この こ とは鑑別診断に 役立 っ た t 上 衣芽脛は真性
ロ ゼ ッ トの 多数見
ら れ る群 と少 ない 群 に 分類さ れ た． 真性 ロ ゼ ッ トの 多い 上衣芽腫 は電鍵的に 微小 ロ ゼ ッ ト を多数 も
ち， ビ
メ ン チ ン 陰性 であり， 真性 ロ ゼ ッ ト の少な い 上 衣芽腫は明 らか な微少 ロ ゼ ッ トを もた ず，
ビ メ ン チ ン陽性
で あっ た ． 上衣腫の 2例 は光顕上核周囲明費を伴う蜂巣状構造 を示 し， 稀突起膠細胞腫
と酷似 し てい なが
ら， 電鋳 で は上衣腰 に特徴的な微小ロ ゼ ッ ト をも ち， クリア
ー セ ル ． バ リア ン トと 診断 され た． 上 衣腫 及 び
上 衣芽腫 で は， 電頗的 に 中間径 フ ィ ラ メ ン トの線推束が細胞間 ま た は血管周囲 に 豊富 に 認め ら れ ，
こ れ は
G F A P強陽性の 胞体突起 の分布と
一 致 して い た． 脈絡草乳頭 腫及 び悪 性脈絡叢乳頭脛 は い ずれ も 光顕的真
性 ロ ゼ ッ ト を も た ず， G F A P陰性 で か つ ケ ラ チ ン と S
－100蛋白陽性で あ っ た 一 光顕組織学的に 上 衣
芽腫と診断さ れ てい た悪性脈絡草乳頭腰 の 1例 は， 電頗 的に 浦波性増殖 を示 す部分 に 微小
ロ ゼ ッ トが存在
せず， 乳頭状増殖 を示 す部分 は良性 の 脈絡叢乳頭歴と 基本的 な超微像 が共通 し
て い た
． 電顕的 に 上 衣芽腫
の 1例 に 腫大化 した 異常線毛 の形成が認 め られ ， 脈絡草乳頭腰 の 2例 に 腫瘍細胞間や基 底膜近傍
に 発生す
る線毛ま た は基底小体が認め られ た ． 結論 と して， 上 衣腫， 及 び上 衣芽腫 の診断 に
お い て 光顕的に は真性
ロ ゼ ッ トの 存在が最 も重 要で あり， 電顔的に は微小ロ ゼ ッ トの 発見 が極 めて 有用 で ある． 上 衣腰の ク リ
ア ー
セ ル ． バ リア ン トや， 礪漫性増殖を示 す 悪 性脈絡叢乳頭腫 は光顕的に 診断 が困難で も， 電顕検索
の 併 剛 こよ っ
て容易 に 診断され る． 免疫組織化学的検索 は， 上 衣腰 で は全例 G F A P陽性 で ケ ラ
チ ン 陰性 で あ るの に 対し，





ords 上衣腫， 上衣芽脛， 上衣腫の クリア
ー セ ル ． バ リア ン ト， 脈絡叢乳頭
腫， 悪性脈絡叢乳頭腫
脳室上衣細胞 と脈絡草上皮 は， とも に 神経上 皮由来
と考 え られ 1I， 脳室壁 を形成 す る 上 皮細胞と して 共通
した形態 を持 つ 点で， 中枢神経系に お い て ユ ニ
ー ク な
存在である2コ． 脳室壁 に は そ の ほ か に も ， 伸長細胞， 上
衣上 細胞， 神経線推な ど様々 な 細胞が見 ら れる が
3，
， こ
れ らの どの細胞か ら上 衣腫 や脈絡華乳頭腫が発生す る
の か に つ い て は， い ま だ 意見 の 一 致 を み な い り車 ． 上衣
脛が グリ オ ー マ に 占め る割合は， 4 ．6－6 ％
り と低く，
上 衣下 腫瘍り5朔 ， 乳頭状上 衣膿 また は粘液乳頭状上衣
腫 り7憧 除 くと ， さ ら に 頻度 は低く な る． 脈絡叢乳頭腫
が グ リ オ ー マ に 占め る割合は 1． 卜 2％
1潮 と さ ら に 低
い
． ま た， 臨床的に も組織学的に も 悪 性な 上衣芽腫は
A bbr eviation s こG F A P， glial fibrillary a cidic pr otein三 F LS， f
ibrou slo ng－Spa Cing c ollage n．
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こ れ ら の 稀な腫 瘍の 組織学的特徴は 上衣芽
腰に つ い て は Rubin stein1 01に よ る 定 義が－一一 般 に 用 い
られ て お り， 脈絡叢癌に つ い て は Le wis川 の 光顕 に よ
る定義が 一 般的と思わ れ るが ， 電顕 に よ る報告 で は腫
瘍細胞の 分 化の 程度が様々 で ， 基 準が 明確 に され て い
な い ． 上 衣腰 に お い て は 混 合腫瘍 の 報告 も 多 い
がり12 ト 1 51， 光顕 上 核周囲明尊 を伴う蜂巣状構造 を 示 し
なが ら， 電顕 上 は上 衣腰 に 特徴的な構造 をも つ 上衣腰
の 存在が最近提唱 さ れ て い る1 61． この 様な 診断 ．分類上
の 疑問点 を明 ら か に す る ため に ， 著者は腫瘍 の み な ら
ず， 対照と して剖検 で得られ た と 卜成人 ， 生後成長段
階に あ る マ ウ ス ， さ ら に 鶏胚 の 正 常上 衣及 び脈絡叢 に
つ い て， 光頗 と電顕 に よ る形態的特徴の 検索 を行 っ た．
また， 現 在中枢神経系腫瘍の 診断の．w血 助 と な っ て い る
免疫組織化学染色 の 手法 を用 い ， glial fibrilla ry
a cidic pr otein くG F A Pl1 7l， ビ メ ン チ ン1 引， ケ ラ チ ン1 91
及 び S－100蛋白抑 に つ い ても検索 し， あ わ せ て腫 瘍 の
診断， 分類に 供す る特徴 を検討 した ．
対象お よ び方法
手術に て摘出 した脳腫瘍 16例 を対象と した く衷 1，
2L ま た対照 と し て ， 脳外科疾患に て死 亡 し死後 3時
間以内に 剖検が な され た成人 例， 及 び生 後 4 日 臥 8
日目， 15 日冒， 35日目の マ ウ ス くC 3HIHesto nl計 9
匹 ， 胎生7 日 臥 8 日目， 9 日目の 鶏胚 4偶の 脳室及
び脈絡叢を 用し1た ． 脳腫瘍の 内訳 は， 上衣腫6例， 上
衣芽腫 4例， 脈絡 草乳頭腰 5例， 悪 性脈絡叢乳頭腫 1
例で ある
． 年齢は ， 上 衣腰及 び上衣芽腫 で は8 ケ 月か
ら74歳 に わた り男5 例， 女5例で ある ． また脈絡草乳
頭腰及 び悪 性脈絡草乳頭腫 で は 1 ケ月 か ら 18才に わ
た り男 3例， 女 3例で ある． 腰瘍及び対照は そ の 摘出
組織の ほ ぼ 全て を光顕用 に 固定 し， 一 部を電顕 用 に 固
定し て検索し た． なお 鶏胚 に お い ては電顕的検索の み
をお こ な っ た ．
工 ． 光顕 的検索
腫瘍は摘出衡 3．7％ ホ ル ム ア ル デ ヒ ドで 約 1週間浸
潤固定徽 パ ラ フ ィ ン に 包埋 し， 6声 m の 厚さ の 薄切 切
片を作製 し， ヘ マ トキ シ リ ン ． エ オ ジ ン染色と， 免疫
組織化学的染色 をお こ な っ た
． 用い た抗体は抗中間径
フ ィ ラ メ ン ト蛋 白抗体の 3種類 くG F A P． ビ メ ン テ
ン ． ケ ラチ ン1と， 抗S－100蛋白抗体で ある ． ビメ ン チ
ン に つ い て は モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗体 を， 他は 全 て ポ リ ク
ロ ー ナ ル 抗 体 を 用 い のA K O三 Sa nta Ba rba r a，
Califo rnia， U S Al，．ペ ル オ キシ ダ
ー ゼ ー抗 ペ ル オ キ シ
タ
せ
－ ゼ法に よ り染色し た． 対照群 は と 卜で は剖検時，
第4脳室壁 と脈絡若の 一 部を摘出し， 上 記と同様に 標
本作製 した． マ ウス で は エ ー テル 吸 入麻酔乱 闘胸 し，
4 ％パ ラ ホ ル ム ア ル デ ヒ ド約50ml で約15分間か け
て心 尖部よ り濯流固定 した後， 脳 を摘出し， 同固定液
Tablel－ Light micr o sc opic 丘ndings of epe ndym o m a s a nd ependym oblasto m a s
Age Sex Lo c． T．R． P．R． H．R． M it． E．P ． Cal． G F A P V im ． Ker． S－100
C a Se l 34 F 一打 ＋ 十 十 ＋ 十
2 18 F IV 十 十 十 十 ＋
3 6 M 阿 ＋ 十 十 ＋ 十 ＋ ＋ 十
4 1 F IV ＋ ＋ ＋
5揮 16 M L 十 十 十 十 十 十 十 十
6 ギ 27 F L ＋ 十 十 ＋ く十う
7 ホ 20 M N 甘 甘 甘 甘 ＋ 十 十
8
ホ
1 F IV 甘 甘 廿 甘 ＋ ＋
9
ホ
8m M IV 十 十 ＋一 骨 ＋ く＋う ＋
10
林
28 M ll工 ＋ 甘 十 甘 十 く十う く十う
CO ntr Ol
hu m a n 阿 十
m O u Se L
Cas epres e ntatio n with the s u m m ary of H E－Stain sand im m unohisto che mic al stains of epe ndym o m as，
epe ndym obla sto m a sく
ホ
Ia nd c o ntr oIs ofn o r mal ependym a． Figu r e s of age sta nd for ye a rs
．
eFC ept CaSe9 with m くm o nthsI． F， fe malei M m alei 楓 cle ar c ellv aria ntsi Lo c， Lo c atio n ofthe orlg nalsite of
tu m ors■ L，1ate r al v e ntricle ．こ III， third v entricleニ 工V， fo u rth v e ntriclei 十， afe w a re s e e n orpositiv e
re actl O ni く＋I， Pa rtially po sltive re actio ni 廿， m a ny a r e Se e ni －T n O n eis se e n o r甲gativ ere a ctio nニT．R
■ ， tru e rO S et te三 P．R■ ， pS eudo ro s ettei H ．R． ， Ho m erW right r o settei M it． ， mito sISこEnd． ， e ndothe－1ialpr olifer atio nニ Cal． ， C alcificatio n三 G F A P， glial Bbrilla ry a cidic pr oteini V 血， vim e ntinニ Ke r．，
ker atinこ S－100， S－100 protein．
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で 約 1週間浸潤固定 し， 上 記 と同様に 標本作製 した ．
鶏胚で は， 次 に述 べ る電顕 用 ブ ロ ッ ク か ら 1声m の 半
薄切切片を作成 し， トル イ ジン ブ ル ー に て染色 を行 っ
た ．
工工 ． 電顕 的検索
腫瘍 は摘出後直ち に 1 － 2 m m3 の 小 片に 締切 し，
0．1 M カコ ジ ル 酸加 2．5％グル タ ー ル ア ル デ ヒ ド で，
2時間， 4
0
C に て浸潤固定後， カ コ ジル 酸 に て洗浄し，
0．1 Mカ コ ジル 酸加 1％四酸化オ ス ミ ウ ム に て 1 時間
後固定 した． 固定組織は エ タ ノ ー ル 系列で 脱水 し， エ
ボ ン ー ア ラ ル ダイ トで 包埋 して ， 光顕用 半薄切切片と ，
電顕用超薄切切片を作製 した． 切片 は鏡検直前 に ， 酢
酸ウ ラ ニ ー ル と鉛 く図20 以外う， ま た は酢酸ウ ラ ニ ー
ル と過 マ ン ガ ン酸カ リ ウ ム く図 2の の 二 重染色 を施 し
て ， 日 立 E－600型 電 子 顕 微鏡， ま た は 日 本電 子
JE M l 肌B 型に て観察 した． 対照 群 は ヒ トで は剖検吼
第 4脳室壁 と脈絡叢 の 一 部 を摘 出し， 上 記と 同様 に 標
本作製 した． マ ウス で は， エ ー テ ル 吸入 麻酔後， 開胸
し， 0．1 M カ コ ジ ル 酸加 2．5％グ ル タ
ー ル ア ル デ ヒ ド
約50ml で， 約 15分間か け て心 尖部よ り湾流固定 した
後， 脳 を摘出し， 側脳室壁 を含 む 1－2m m3 の 小 片に
細切 し， 同固定液で 約 2時間4
0
C に て 浸潤固定 し， 上
記 と 同様 に 標本作製 し た． 鶏胚 は， 脳 原器 を 1
－ 2
m m
3 に 締切 し0．1 M カ コ ジ ル 酸加 2．5％グ ル タ
ー ル
ア ル デヒ ドに て 2時間4
0





1 ． 対照 の E E像
上衣 は， 生後 4 日目の マ ウス で は 2
－ 3層の 細胞層
瀬
を見た が ， ヒ ト， 及 び 8 日目， 15日目， 35日目の マ ウ
ス で は 一 層の 上 皮組織で ， 脳 グ リ ア組織 に 裏う ちさ れ
て い た
． 球形 な い し長円形の 核 が基底部 に偏 し て位置
し， 核 分裂 は見 られ ず， ク ロ マ チ ン はや や 濃く顆粒状
に 分布 して い た ． 脳室面 に 見 られ る線毛 は， ヒ ト成人
で は少な く ， マ ウ ス で は 多数認 め られ た． 鶏胚 で は胎
生 7 日 臥 8 日目， 9 日目に お い て ， ほ と ん ど変化は
な く， 上 衣は明 ら か な層構造を も たずに 脳室壁 に 対し
直角方向に 長 い 細胞 と し て， 数層に わた る増殖 をみ た．
所々 に 核分 裂像 を認め た． 脳室表面 に は， 短い 線毛形
成ある い は細胞突起 を認 め た．
脈絡 黄は， ヒ ト， マ ウ ス及 び鶏胚 の 全 て に お い て
一
層の 上 皮組織 で， 血管結合織 に 裏う ち さ れ て い た ． ヒ
ト， 及 び 8 日目 ， 15 日目， 35 日目の マ ウ ス で は明ら か
な乳頭状配列 を示 した． 血管は
一 層の 内皮細胞 で 形成
さ れ， 広 く粗な 結合織 を伴 っ て い た ． 脈絡華上皮の 核
は球形 な い し長 円形で ， 細胞の 基底部に 偏 して位置 し，
核分裂は 見られ なか っ た ． 線毛 は脳室側表面 に僅 か に
認 め られ た ．
2 ． 上 衣腫の H E染色像
表 1 に 上 衣腫の 鞘 軌 性， 部位， 光顕 組織像の 特徴
を示 す ．
多く は 全体 に 一 様 な大 き さの 球形 な い し長円形の 核
をも ち ， そ の ク ロ マ チ ン は比較的薄く顆粒状 に 分布 し，
核分裂像は見 ら れ なか っ た く図 い ． 症例 3， 5で は少
数 く1個ハ0視野以 上， X 400I の 核 分裂像と血管内皮
増殖 を認 め， 悪性化 の 傾向 を示 し た． 真性 ロ ゼ ッ ト く上
衣ロ ゼ ッ トH 図1う は全例 に認 め られ た が．
， その 出現
頻度 は 一 般 に 少 なか っ た ． 血 管周囲偽 ロ ゼ ッ ト く図1う
は， 症例 4 を除 く全て の 症 例 に しば しば認 めら れ た．
Ho m e rW right ロ ゼ ッ トも 症例 1 を除 く 全例 に 認め
Table 2． Light mic r o sc opic 血dings of cho roidple x u sp
api1lo m as
Age Se x Lo c． T．R． P．R． H ．R， M it． P．L
． Cal． G F A P V im ． Ker． S－100
C aS e l 3 F 打 ＋
2 1m M 汀 十 十
3 14 M IV 十 ＋ く十う ＋
4 18 M IV く十う
十
5 15 F N 十 く十う ＋
6
ヰ 11 F L 十 骨 ＋ く十う ＋
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脳室上衣腫 ， 脈絡寮乳頭腫 の 組織学的研究
ら れた ．
症 例5， 6 は， 球形な い し長円形 の 核 をも つ 細胞が
核周 囲 明費 を伴 っ て蜂巣状 に増殖 し て お り， 稀突起膠
細胞腰様の 組織像 を示 した く図21． また 症例 5 は， 血
管結合織 に近 く石 灰 化を認 め る部分 が あ っ た ．
3 ． 上 衣 芽腫 の H E儀
表 1 に上衣芽腫の 年齢， 性， 部位， 光顕 組織像の 特
徴 を示 す．
上衣芽腫4 症 例 は， 核胞体比 が 大き く ， 多数 く数個ノ
1視野 ， X400， 症例 7， 8ンま た は比 較的多数 く1個ノ
数視野 ， X400， 症例 9， 抽 の 核分裂像 をも ち悪 性の
組織像を示 した が， 多形性 や異 形性 に 乏 しく ， 血 管内
皮増殖や細胞壊死 は な い か ， あ っ て も僅 か な も の で あ
り， い ずれ に も 真性 ロ ゼ ッ トが 認め られ た く図3う． 症
Fig．1－ H Estain ofthe epe ndym o m ain ca s el，
Sho wing the pe riv a s c ula rarr a nge m e nt oftu m o r
C ells a nd the ependym al， tru e rO S ette くT Rl．
Fila m e ntou s pr o c e ss esくa rr o whe adsJ a r e se e n
a m o ng the tu m o r c e11s a nd a r o u nd the blo od
V e SS elくB VJ． X 200
Fig． 2． H Estain of a cle a r c e11v a ria nt of the
epe ndym o m ain c a se 5， de m o n str ating the
ho neyc o mb ap pe a r a n c e with the pe rin u cle a r
halo． Arr o w sindic ate c alcified m ate rials． x200
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例7， 8の 2例 は， 多数の 真性 ロ ゼ ッ トをも ち， 血管
周囲の ほ と ん どに 偽 ロ ゼ ッ ト形成が あり， 更 に ， 多く
の Ho m e rWright ロ ゼ ッ トを持 っ てい た く図31
．
症
例 9， 10の 2例 は， 真性 ロ ゼ ッ トと Ho m erW right ロ
ゼ ッ トを僅 か しか 持た ず く1個ノ10視野 以 上 X4001，
症 例 9で は血管周囲偽 ロ ゼ ッ トも少な か っ た
．
1個ノ川
視野 以上 ， X4001．
4
一 脈格差乳頭腫 及 び悪性脈絡叢乳頭 腫 の H 五億
表2 に 脈絡叢乳頭置 く症例 1， 2， 3， 4， 5う 及
び悪性脈絡革乳頭腰 く症例6う の 年齢， 性， 部位 ， 上
衣歴 と比 較 した光顕組織像の 特徴を示 す
．
核 は 一 般に 球形な い し長円形で ， 血管結合織側 に 偏
し， ク ロ マ チ ン の 量は少な く顆粒状に 分布 して い た．
核分裂 は脈絡章乳頭腫 5例 に は認 めら れな か っ た
． 腫
瘍細胞は血管結合織上 に 一 般 に 1層な い し数層の 立方
あ る い は柱状上皮と して 配列す るが く図41， 症例 3，
Fig． 3． H Estain ofthe epe ndym obla sto m ain c a se
7， Showing m a ny tr u e ro s ettesくT RJ， a pe riv a s－
Cula r pse udo－r O S ette くP Rl a nd Ho m erW right
r o s ettesくH RI． X200
Fig． 4． H Estain ofthe choroidple x u spapillo m ain
Ca Sel，de m o n str atingthe papilla ry str u ctu r e ofa
m ono o r afe wlaye r she ats oftu morc ells a r o u nd
the va s c ula r c o n n ectiv etis su eくV CJ． X200
11 8 石
6 で は上皮が 多層と な り， 滞 漫性 の 細胞増殖 を呈 し，
そ の 部位で は血 管周囲偽 ロ ゼ ッ ト様 の 構造が 見ら れ た
く図5l． 真性 ロ ゼ ッ ト及 び ， Ho m e rW right ロ ゼ ッ ト
はい ずれ も認め ら れ なか っ た ． 症 例 5 で は管腔側 は径
10－ 10町 m の 石灰化物質が散在 して 認め ら れた ．
症例 6 は比較的多数 く1個ノ数視野 ， X400うの 核分裂
をも ち， 核胞体比が大で， 異形性や 多形性 に 富み ， 悪
性所見を示 した く図 5lo しか し細胞壊死や周囲組織
へ
の浸潤は認 め られ な か っ た ． ま た管腔側 に 血 祭成分と
思 われ る エ オ ジ ン 好性物質の 漏出を見た．
5 ． 免疫組織化学
表1， 2に G F A p， ビメ ン テ ン ， ケ ラ チ ン ， S－100蛋
白 に 対す る抗体 を用 い た 免疫組織化学染色の 結果 を示
す
．
G F A Pに 対 して は上 衣腫及 び上衣芽腫10例中8
Fig．5． H Estain ofthe m align a nt cho r oidple
xu s
papillo m ain ca se6， dem o n str ating the
diffu se
a nd solidc e11ula r pr olife ratio n with n u cle a r
aty pis m a nd ple om o rphis m． Pse udo
－r O Settelike
ar r a nge m entofthetu m o r c ellsis se en a r o u ndthe
blo od v esselくB Vl． X2 00
Fig．6． G FA Pstain ofthe epe ndym om a in c a sel，
sho wing the str o ngly po sitive cytopla s mic
pro c ess e sくa rr o wla ro u nd ablo od v es selくB VJa nd
a m ong the tu m o r c ells． Co u nte r stain ed with
m ethylgre e n． X200
例 は 全 て の 細 胞 が陽性 で あ り， 残 り 2例 の 上 衣芽 腫
く症例 9， 10うが 一 部陽性 で ， コ ン トロ ー ル の 上 衣は陰
性で あ っ た ． ビ メ ン チ ン に 対 し ては 上衣腰 の 4例 く症
例 1 ， 2， 3， 5う と上衣芽腫 2例 く9 ， 踊 が 陽性
で あ り， コ ン ト ロ
ー ル は ヒ トが陽性で あ っ た ． ケ ラ チ
ン に 対 し ては 全例 並 び に ， コ ン トロ ー ル も 陰性 で あ っ
た ． S －100蛋白 で は陽性 4例， 陰性 6例 で あり ， コ ン ト
ロ ー ル は陰性で あ っ た ．
染色部位 は， GF A P で は血管周 囲偽ロ ゼ ッ ト に 漉く
染 ま り く図6う， 真性 ロ ゼ ッ ト 周囲で は薄い か全く 染ま
ら なか っ た ． ま た漉 い 網状の 突起が腫瘍細胞の 胞体間
に 認 め られ た く図6う． ビ メ ン テ ン は血管周囲偽 ロ ゼ ッ
トに 濃 く染 ま り， 真性 ロ ゼ ッ ト周囲で は症例 3 を除き
薄い 染色性 を示 した ． ロ ゼ ッ ト以 外の 腫 瘍細胞胞体 に
も G F A P， ビメ ン テ ン 共に 薄 い 染色性 を示 した ．
脈絡華乳頭腫 で は， G F A Pに 対 して は ， 症例 4 を除
き 全例陰性 で ， コ ン トロ ー ル も 陰性 で あ っ た ． 症例4
は 一 部の 細胞 の 胞体内に 陽性で あ っ た ． ビ メ ン チ ン に
Fig． 7－ An ele ctr o n micr ogr aph of the n o r mal
ependym al c ells of a n eight－day－01d m o u set
showing the w ell
－de v eloped micr o villiくM Vl and
n o r m al cilia くCl at the v entric ula r s u rfa c ea nd
ba s al bodie sくB Blunde rn e ath． M ic r otubし1les a re
rich at the lu min al pole a nd the inter m ediate
fila m e nts arelo cated m ainly at the basalpole． X
7 800
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対 して は症例 2 が陽性で， ほ か は 全例陰性， コ ン ト ロ ー
ル も陰性で あ っ た ． 血 管内皮細胞 は ビ メ ン テ ン に 対 し
全例陽性で あ っ た ． ケラ チ ン に 対し て は， 症例 4 を除
き全例陽性で， コ ン ト ロ ー ル で は ヒ トが 陽性 で あ っ た
．
そ の 染色性 は強陽性 2例 く症例 1， 2フ， 一 部陽性が 3
例 く症例 3， 5， 6うで あ っ た ． S －100 蛋白に 対 して は，
陰性 2例 く症例 1， 21， 陽性 4 例 く症例 3， 4， 5，
6う で ， コ ン ト ロ ー ル では ヒ トが 一 部陽性で あ っ た ．
H ． 電顕 的 所 見
対照 上 衣 の 電顕 像
ヒ ト及 び マ ウス で は脳室上衣は丈 の そ ろ っ た 一 層の
細胞が ， 多層の 膠細胞の 上 に 配列 し て い た ． 核 は球形
ない し長円形 で基底側に 偏 し， 核 ク ロ マ チ ン は辺 緑部
に集積す る傾向に あ っ た
． 胞体内に は， 脳 室に近い 所
で は微細管が目立 ち ， 基底部で は 中間径 フ ィ ラメ ン ト
が目立 っ た く図 り ． ミ ト コ ン ド リ アや 粗面小胞体， ポ
リ ゾ ー ム を なす リ ボ ゾ ー ム が豊富に 認 め られ た ． 隣接
する細胞間に は接着帯が発達 し て い た
． 微絨毛が脳室
に面 して発達 し， い ずれ も棒状で細長 く， ヒ トで は所
に よ り認 めら れ なか っ た ． 線毛， 基底小体は と 卜で は
所々 に 認 め ら れ， マ ウ ス で は 豊富 に 認 め ら れ た く図
り ． 線毛の 軸 糸は， 9 ＋ 2 の 基本構造を持 ち， 基底小
体で は 9 十 0 の 構造で あ っ た く図 7う． マ ウス の 日数 に
よ る差異は明 らか で なか っ た
．
鶏胚 に お い て は， 7 日目， 8日 目の上衣細胞 は， 胞
体 の 電子 密度 は脳室面で よ り高く， 胞体内に は ミ ト コ
ン ド リア ， リ ボ ゾ ー ム ， 水解小体， 粗面小胞体 が所 に
よ り認め られ ， 微細管と 中間径 フ ィ ラメ ン トは ほ と ん
ど認め ら れ なか っ た ． と き に ピノ サイ ト ー シ ス くのみ
こ みフや， 被覆小胞 を認め た く図8う． 下層の膠細胞あ
る い は隣接す る腫瘍細胞 と陥入 をつ く っ て入 り組 み，
広い く1 ト 20n mI 細胞間隙を呈 した り， 電子密度の高
い 接着帯棟の接合装置に よ っ て結合 してい た く図8う．
微絨毛 は未発達で あり ， 線毛 は稀に 認 めら れ， 通常1
偶の細胞 に 1偶 の基底小体が認 められ た く図8プ， 9 日
日に は， 線毛， 微絨毛が脳室面 に よく発達 して い る像
をみ た
．
2 ． 上 衣腫， 上 衣芽腫の 電顕億
Fig．8． Norm al epe ndym al cells of a s eve n－day－ 01dchicke n e mbryo， Sho wing s o m e cytola s mic
pr otr u sio n sintothe v e ntricle ． No mic ro villia nd cilia a r e se e nbut aba sal bodyくB BIfo r e a ch c ell．
Side w alls a r ein v agin ated a nd w e re sepa rated by a apa c e of abo ut 15－20n m， a SSOCiated with fin e
fila m e nto u s a c c retio nsくar ro whe adI－ Ve ntric ula r surfaceis ele ctr o nde n s e a nd s o m epino cytotic
Ve Siclesくal．rO WJa re s ee n． x16000
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上 衣腰細胞の 核 は球形 な い し長円形 で ， ヘ テ ロ ク ロ
マ チ ン が全体 に 額粒状な い し 乳 状に 分 布し， 核の 辺 緑
に 集積す る傾向が あ っ た く図 91． 細線堆束 の 核内封入
体 く図9枠内うは， 径 7n m 未 満の マ イ ク ロ フ ィ ラ メ ン
トに よ り構成さ れる が ， 症例 1 では頻繁 に 見ら れ， 他
症例 で は症 例4 に稀 に 認め られ る 程度 で あ っ た 一 上 衣
腰細胞 の 胞体に は リ ボ ゾ ー ム が多く しば しばポ リ ゾ
ー
ム を形 成 して い た が， 粗面小胞体， ゴ ル ジ装置， 水解
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小 体は少な か っ た ． ミ ト コ ン ド リア は球 形 な い し長 円
形 で 数は少 なか っ た ． 微細管 は方向性 を もた ず に 胞体
内に 広く分布し， 豊富 に 認め られ た． 径7－10n m の 中
間径 フ ィ ラ メ ン ト は上 衣腰 細胞の 胞体 に は 少な い が ，
この もの は腫 瘍細胞間に 密 に 平行 し て 走行す る線結束
とし て 混 在し た
．
ま た こ の 線維束 は しば し ば血管周囲
に 多量 に 集束 し く図 川 ， 血管周囲偽 ロ ゼ ッ トで は通
常 この 線維束 を介 して腫瘍細胞が 血管 を と り囲ん で い
た
．
稀で は ある が腫瘍細胞が血 管壁に 接 する も の も あ
り， か か る場合に は基底膜を介 して い た く図 12う．
真性ロ ゼ ッ ト く図 9ユ で は， 管腹 に 向か う胞体表面
に は徴絨毛 が密生 して 管脛 を埋め てお り， と き に 線毛
や基底小体が見 られ た く図101． 微絨毛 は細長 く， 糖衣
に 覆れ る こ と は なく ， 先端と 基部の 太 さ が ほぼ 同径 で
あ っ た く図 踊 ． 細胞 間接着装置 は管腔近 く に 発 達 し
てお り， そ の ほと ん どは接着帯 で あ っ た く図 10フ． 症 例
3 で はギ ャ ッ プ結合 が特 に発達 して い た く図 13う．
Fig． 10． A highe r m agnific atio n of Fig． 9， Showing
the detailof the r o sette． Nu m ero u s mic rovi11i
くM VJa r e r od－1ike shaped a nd a relo ng e n o ughrto
O CC uP ythe lu men ofthe r o sette． Cro ss s e ctio n
Ofe a ch ciliu mくCIc o ntains9十2 pair ed a x o ne m e．
Tw o ba s al bodiesくB BJ a r e s e e n． Inte r rn ediate
ju n ctio nta r ro whe adIis the ty pic alju n ctio n al
de vic e betw e e n the r o sette fo r m l ng C ells．
M icr otubule s a re r a ndo mly distributed in the
CytOpla s m a ndinte r m ediatefila ments a re spa rs e－
1y s ee n． x 8000
上述 の 真性 ロ ゼ ッ トを電顕的に み つ け る こ と は困難
で あ るの に対 し， 微小 ロ ゼ ッ トは比較的容易に 見 られ
た く図 12， 用 ． 微小 ロ ゼ ッ トは細胞内に ある腔 か く図
121， あ るい は細胞外腔 のお れ こ み く図13ぅの ご とき様
相を呈 し， 通常 その 部 には微絨毛が充満 して認 め られ
た
．
とき に 脛 内に 線毛 を， 胞体内に 基底小体 を認め，
細胞間接着装置が発達 して い た
． 症例 5， 6に お い て
も微小 ロ ゼ ッ トが 豊富 に認 め られ たが ， 症例 5 に お い
て 微小 ロ ゼ ッ トの 管艦内あ る い は胞体内に 同心 円状層
構造が し ば しば 認め られ た く図 抽 ．
上衣芽腰に お い て は電顕的特徴 から 2種類 に 分類さ
れ た
． す なわ ち第 1 群 く症例 7， 8コ は， 真性 ロ ゼ ッ
トや微小 ロ ゼ ッ トが 発達 し， 上衣脛の 電顕像 と よく似
て い るも の で あ る く図 1引． 第2群 く症例 9 ， 抽 は，
明らか な 微小 ロ ゼ ッ ト形成が認められ ず， 稀に そ の 細
胞間に 接着帯 く図16aフ， 及 び基底小体 く図 16bコ が存
在 し， こ れ らが 上 衣芽腰と しての 特徴 を示 した ． これ
ら 4 症例に 共通す るも の は ， 核内 ユ ー ク ロ マ チ ン の 含
量 が 多く， 核胞体比 が大き く， 核分裂像を認め る こ と
で あ っ た ． 胞体内小 器官と しては第 1 群では 上衣腫同
様， ミ トコ ン ドリ ア， 粗面小胞体， リボ ゾ ー ム ， 水解
小体 な どが み られ ， 中間径 フ ィ ラメ ン トと微細管は少
な か っ た
． 第 2群 で は胞体内小 器 官の 数は全体 に 少 な
く， ま た 中間径 フ ィ ラ メ ン トと 微細管は極 め て 少 な
か っ た ． 症例 7 で は腰大化 した異常線毛が しば し ば認
め られ たが く図 m ， こ の線毛内の 軸糸の 数は不 定 で ，
配列や長 さが 乱れ て い た ．
3
一 脈 絡叢乳頭 歴 と悪性脈 絡葺乳頭魔の 電顕 億
苧ほ酎犬配列を示す部分は， 腰瘍細胞が 1層な い し数層
の 上皮 と して 極性 を も っ て配列して い た
． す なわ ち ，
腫瘍細胞は 血管結合織に 基底膜 を介して 接し， 対側 は
管腱 脳 劃 に 面 して お り， 隣接す る腰瘍細胞 は側面
で 互 い に 接 して い た く図1鋸． 細胞間接着装置 は基底
側 で は 陥入 が発 達 し， 管腔側 では先端部に 閉鎖軌 そ
の 内側に は接着帯， 接着斑， 半接着斑 ， 点状接着が発
達 して い た く図 19う． 核は球形 な い し長円形 で， 辺 緑の
お れ こ みの 程度は様々 で ， 細胞の 基 底側 に 偏 して 位置
して い た
．
ヘ テ ロ ク ロ マ チ ン は辺 録に 多く集ま り， 全
体 に 粉 状に 分布 し て い た． 核胞体比 は正 常脈絡章の 細
胞と同程度 で あ っ た
． 胞体内に は細長い ミ トコ ン ド リ
ア ， 粗面 小胞体， グ リ コ ー ゲ ン額粒， リ ボゾ ー ム ， ゴ
ル ジ装置が認 め られ た． 粗面小胞体は数列平行 して 管
脛近 く に 位置す る こ と が 多か っ た く図18フ． 中間径
フ ィ ラ メ ン ト は平行な線推束を なさ ず， トノ フ ィ ラ メ
ン トと して 接着 軌 こ集ま る も の が め だつ 程度 で あり，
微細管は認め られ なか っ た ． 管腔側 の 細胞表面 に は，
先端が基部よ り 太 い 棍棒状の 微絨毛 が密生 し く図18，
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Fig． 11， A c apilla ry ofthe epe ndym o
m aisdire ctly s u rr o u ndedby a v a s c ula r c o n n e ctiv etiss u eくV Cl
a nd abu ndant a str o cyte－1ike fo ot pr o c e ss esくa rr o wlin the fu rthe rdista n c e． X3200
Fig．12． A mic r o ro sette くM Rlfo r ming c ell is dire ctly ap po sed to the
ba s al la min aくBU on the
v asc ula r c o n n e ctiv etiss u e． T he cytopla s m c ontain sfe winte r m ediate
fila m e nts． E， e ndothelこ P，
pericytei X8000
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19う， 線毛 や 基底小 体は 極め て 少 なか っ た く図18ラ． 腫
瘍に特異 な 所見 と して ， 線毛 は細胞間 を走行 し く症 例
6， 図 20う， あ る い は 基底ノJl体が 基 底膜近傍に く症 例
1， 図21う 存在 する こ とが あ っ た ． そ の 軸 糸対の 基 本
構造は線毛 で は 9 十 2， 基 底ノJl体 で は 9 ＋ 0で ， 形 態
的な異 常は 認め ら れ な か っ た ．
症例 6 では， 多層性 ある い は澗漫性細胞増殖 を示 す
部分に お い て， 細胞の 極性が 失わjL， 微絨毛 ， 線毛 ，
細胞間接着装置， 基底膜の 形成 が見 ら れ ず， 微小 ロ ゼ ッ
ト様の 構造 は認 め ら れ なか っ た ． 血 管周囲の 細胞配列
は上衣腫 の 血 管周 囲偽 ロ ゼ ッ ト に 似る が ， その 部に 中
間径 フ ィ ラ メ ン トの 線椎束 が 見 ら れ る こ と は な か っ
た ． 核は細胞の 中央に 位置し， 核胞体比 が 大き く， 核
分裂像 をし ば しば認 め た． 胞体内に は通 常の 細胞内小
器官の ほ か ， ア ニ ュ レ イl－ ラ メ ラ が認 め られ た． 基 底
膜 を 隔 て た 血 管 結 合織 に は ， Lu se体11 Cfibr o u s
long ．spa cing c ollage n， F LSl が し ば しば認 め られ た．
ま た， 血管 内皮に 窓形 成 を認 め た く図221．
1 2 3
考 察
上衣腫 は光 席 上 真性 ロ ゼ ッ ト， 血管周 囲偽 ロ ゼ ッ
ト の 形 成が 診断に 重 要と さ れ て い るり
． 観察 した 上 衣
腫 及 び 上衣芽腫 で は ， 真性 ロ ゼ ッ トが全例に 認 めら れ
た
． 真性 ロ ゼ ッ tl は上 衣腫及 び上 衣芽腰 の 最も重要な
診断根拠 で ある とさ れ て い る21 I． しか し， 上衣腰 に お け
る真性 ロ ゼ ッ トの 数は ， 実際に は必 ず しも 多く な く ，
注 意深 く 根気強 い 観察が 必 要 で ある ． 血 管 周囲偽 ロ
ゼ ッ トと Ho 111e rW right型 ロ ゼ ッ トは 多く の 症例 に
認 め られ， 組織標本 に 見られ る 出現頻度は全 般に 高 い
が， こ れ ら は他の 腰 瘍， すな わ ち髄芽脛 ， 神経芽腫 ，
網膜芽腫 に お い て も存在す る も の で あ りり ， 鑑別診断
上 の 価値 は高く な い ．
上衣芽脛 と診 断した 4 症例は光顕上 共通 して ， 真性
ロ ゼ ッ トを持 ち， 核分裂像， 大 き い 核胞体比 血管内
皮増殖な どの 悪 性所見を示 す が， 壊死 は無 い か あ っ て
も僅か で あ り， 多形 性や異 形性が 見られ ず， 多形 性膠
Fig． 13． M ic roro s ettesくM Rl of the ependym o m ain c a se3． Sm allclefts o rinfoldings of the
e xtr a c ellular spa c e a m cngthe tum or c ells andtheintr a cytopla smiclu m e n a r e se e n． T he spa c eis
u s u a11y pa cked with mic rovi 11iand a rea c c om pa nied withju n ctio n al de vic es n e arby． Inte r m ediate
ju n ctio n sくa rr o whe adsJa nd gapju n ctio n sくGJla r efrequ ently se e nin this ca s e． BB，ba s albody i X
96亡1く1
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Fig．1 4． Co n c e ntric lam e11a rstructu re s ap pe a rin
the mic ro r o s ettesin c a s e5． X 16000
芽腫の 基準 を満 たさ な い ． この 特徴 は上 衣芽歴と し て
の 諸家 の 報告刀 川 2 2I2 31に 相応 す る． ま た こ れ ら 4 症 例
は， 真性ロ ゼ ッ トの 数か ら更に 2例ず つ 2群 に 分 け得た．
す な わ ち第 1群 の 2例 は 真性 ロ ゼ ッ トが 極 め て 多 く
く数個ハ 視野 ， X 400ン， 血 管周 囲偽 ロ ゼ ッ ト 並 び に ，
Ho m erW right ロ ゼ ッ トも 多数認 め られ ， Rubin stein
の 定義 す る上 衣芽腫 抑 に 相 当す る． 第 2 群 は 真性 ロ
ゼ ッ トが 少なく く1 個ハ0視野 以 上 ， X4001， 血 管周囲
偽 ロ ゼ ッ ト並 び に Ho m e rW right ロ ゼ ッ トも 全般的
に 少 な い も の で あ る．
上 衣腫 ， 上衣芽脛 の 診断 に お い て， 真性 ロ ゼ ッ トの
存 在そ の も の を確定診断の 根拠 と し， 更 に そ の 数 に
よ っ てサ ブ タイ プ に 分 け る試み は ， 電顕観察 に よ っ て
形 態的裏付 け を得る こ とが で き た ． 上 衣腰 及び 第1群
の 上 衣芽脛 は， 電顕上 微少 ロ ゼ ッ トりと 呼 ばれ る 特徴
的な構造 を も っ て い る ． 真性 ロ ゼ ッ トの 構造が ， ち ょ
う ど分化 した正 常脳室壁の か な りの 数の 上 衣細胞が脳
室面 を中心 に 集 ま っ て 管腔 を形 成 し， 光輝 的に 腔の 見
え るも の と す れ ば， 微小 ロ ゼ ッ ト は真性 ロ ゼ ッ トの 構
造 が， 1個の 胞体内ある い は2－3偶の 細胞 レ ベ ル に
相似的 に 縮小さ れ て， 明 らか な管腔形成の 無 い もの に
相 当す る と見る こ とが でき る ． 微小 ロ ゼ ッ トの 大型 の
も の は Ho m erWright ロ ゼ ッ tl に 相当 し て い る と 思
わ れ る． 微小 ロ ゼ ッ トは光顕 で は発見 し難 い の に対 し，
電顕 で は頻繁 か つ 容易 に 見 ら れ ， 上 衣 腰り1 21， 上 衣芽
Fig．15． An ependym obla sto m a of c a se7 in gro upl， Sho wing the ty pic al micr o
－
r o sette sくM Rl． Nu cle o－Cellula r r atio is high－ X 7000
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腫 り1 012 2I2 3Iの 診断上 の 価値 が 高 い ． 第 2群の 上 衣芽 脛
は， 電頭上明 らか な微小 ロ ゼ ッ ト をもた な い が ， 広 い
細胞間隙 く15－20n mプ2弟 と ， 接着帯ま たは 接着斑 を僅
か に も ち， 基底小 体が極 めて稀 に 認め られ た． 第 2群
の 上衣芽腫 の 超微像は胎生 7 日目の 鶏胚の 上皮細胞す
なわ ち未分 化な正 常上衣細胞の もの と よく 似てお り ，
未分化型 と して 報告さ れ た上 衣芽腫241 251に 近い 形 態 を
も つ
．
G F A P は星状膠細胞 より 分離さ れ た， グリ ア に 特異
的な蛋 白で あ るが 川 ， 上 衣腫及 び上 衣芽腰 で は 部分的
陽性の も の を入 れ る と， 全例 G F A P陽性で あ っ た ． 上
衣腰 の G F A P陽性率 に関 して は 10例中2例陽性2 引 と
b
Fig． 16． An ependym obla sto m a of c as e9 in gr o up
2． a ニInte r m ediateju n ctio n sくa rr o wla r e se e n．
X650 00 bこ A ba sal bodyis se e n． x 22000
Fig．17． A tru e r o s ette ofthe epe ndym obla sto m ain c a se7，Showingthegia ntciliaく，如 ．
T hey c o ntain s ev e ralpair ed a x o n e m e， Which s o m etim e s r u nirregula rly a nd criss－
C r O SS With o n e a n othe r． T hey n olo nge r sho w9＋2 c o nfo r m atio n． x1 6000
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い う 少な い も の ， 全例陽性27I2 8I， あ る い は 弱陽性
2射と
の ， 報告に よ る善が ある ． こ の 事実は 酵素抗体法
2 61で は
感度が低 く， 螢光抗体法2 712即 で は 感度が 高い な どの 検
出方法の 遠 い に よ っ て ， そ の 最終的判定に 差 を き た し
て い る可能性が あ る． 正 常上 衣細胞 の 発生段階で 一 時
期 くstagellGF A P陽性と な り， 成熟 する に つ れ て上
衣上 皮細胞 くepithelialc ell も伸長細胞 くta nycytel
も陰性に な る とす る報告が あ る 矧 が ， 対照の 正 常上 衣
細胞 で は 全例陰性で あ っ た ． しか し上 衣腰 細胞の 超徴
Fig． 18． A choroid plex u spapillo m ain c a sel，
de m onstrating the m o n olaye red tu m o r c ells，
which sho wthe pola rityi．e． thelu min alpole a nd
the ba sal pole． At the lu min al pole， n u m er O u S
mic r o villiくM Vla nd ba s al bodie sくB Bl ar e se en ．
Club－Shaped mic r o villia re sho rt and with n o
s uga r c o at． Ju n ctio n al devic es a rew e11dev elop－
ed． Pa ralleledr o ugh e ndopla s mic r etic uliくR E Rl
are s e en o nthis side ． T he ba s alpoleis alw ays
ap pos edto the ba s al la min aくBリ onthe pe riv a sT
cula r c on n e ctiv etis su e． Nu clei a r elo c ated at
the ba s alpole a nd pu n ctate ad he sio n s are c om －
m o nly se e nbetw e enthelate ral w alls． Glial fo ot
pr o c e ss es a r e n ot se e n． X5600
像 は， 極め て高 い 分化 を示 し， 形態的に は 未分化な段
階 に と どま っ て い る と は考 えに く い ． Friede4Iは， 上 衣
贋 の 腫瘍細胞を形態的 に 検索 し， こ の も の は伸長細胞
に 由来 し， 分化 した も の で ある と 主張 して い る ． 従 っ
Fig．19． Ju nctio n al c o rnple x e sin the cho roid
ple x u spapillo m a ofc a s e5， Showingde s m o so m e s
くDl a nd a hemi des m o s o m eくH Dl o nthe later al
w alls． Inte r m ediate filam ents ar e a c c u m ulated
to w ard theju n ctio n alde vic e s． X35 0 0 0
Fig．20． Cilia くCl a nd ba sal bodie sくB Bl in a
m alignant cho r oidple x u spapillo m a of c a s e6
gr o w n abn o r m ally at the late r al w allsI
Ax o n e m e a r e n o r m ally a r r a nged o n the cr o ss
pla n e． X33000
脳 室上 衣腫 ， 脈 絡若乳頭膿 の 組織学的研究 127
て ， 上衣腫の 腫 瘍細胞 は 形態的 に は 分化し て い る が，
免疫学的 に は G F A Pの 発 現 に 関 し て 未分 化な 状態 に
ある と 考え ら れ る．
ビ メ ン ナ ン1 射は 問葉系細胞に み ら れ ， 髄膜腰3 11の ほ
か 膠細胞32や 上衣腰 2 8，で も陽性 とす る報告が なさ れ て
しユる
．
上衣芽腫 に 関 して は第 2群 は ビ メ ン チ ン陽性な
の に対 し， 第 1群 は陰性で あ り有意の 差が 認め られ た ．
ビ メ ン テ ン は G F A Pと近 縁性が あり ， 星 状膠細胞の 分
化過程 で 陽性の 時期が あ り ， その 後に G F A P が出現 す
る と され3こi，， 星 状膠 細胞に 関 して は免疫学的に よ り 未
分化な状態の 細胞 に 出現 する とし1え る
． 従 っ て ， 上 衣
芽腫 は免疫学的 に は ビ メ ン チ ン の 発 現 に 関し て ， 第 2
群の 方 が 第 1 群 よ り 未分 化な 状態 に あ る と 考 え ら れ
る．
ケ ラ チ ン19Iは ト 上皮性細胞に み られ る 中間径 フ ィ ラ
メ ン トで ， 上衣脛及 び上 衣芽腰 全 例に お し1 て陰性で あ
り脈絡叢乳頭腫 と の 鑑別診断に 有用 と 考え られ る．
S．1rlO蛋 白2 01に つ い て は， 今回 の 検 索 で 陽 性の も の
も陰性の もの も あ り－一 定 した 染色傾向が無く ， 諸家の
報告も ま っ た く染 ま らな い と い う も の 341， 13例 中8例
に陽性 と い う も の 351な どが あ り一一 定 して い な い ． S－100
蛋白は現 在脳内の 特異蛋白 と はみ な され な く な っ て き
て お り3 6I 叩， 上 衣腫 の 診断に お い て も 意義 に 乏 し い ．
G F A P
，
ビ メ ン チ ン及 びケ ラ チ ン は 中間径 フ ィ ラ メ
Fig．21． Ba sal bodie sin choroid ple x u spapi1lo m a
Of c a sel gr o w n abn o r mally at the ba sal pole，
T w o ofthe fo u rba sal bodie s a re a c c o mpa nied
wi th ro otlets 胆LJ． B L， ba s alla min aニ X33000
ン トの 構成蛋 白で あ り， 電顕的に 7血10n m の 径 をも
つ 胞体内練絹 と し て認め られ る が， こ れ ら を形態 の み
か ら 区別す る こ と は難し い ． ま た G F A Pと ビ メ ン チ ン
の 染色分 布は光顕 的に も極め て よ く似 て お り， それ ぞ
れ の フ ィ ラ メ ン トの 細胞内に お ける局在 を判定す る手
掛か り に はな ら な い
． 中間径 フ ィ ラ メ ン トは上 衣腰細
胞内で は密度が低く散在す る た め 一 般 に 目立た ず， 殊
に 真性 ロ ゼ ッ トや 微少ロ ゼ ッ トの 管脛 に近 い胞体内に
は 少ない ． 一 方 ， 血 管周囲で は腫瘍細胞体 の 間に 多く
の 細胞突起が見 ら れ る． そ し て こ の 突起内 の中間径
フ ィ ラ メ ン トは高い 密度で平行 して走行し， 上 衣腰細
胞内の 中間径 フ ィ ラ メ ン トの 密度や配列と異な っ て い
る381
．
こ の 突起 は む しろ星 状膠 細胞 瑚 の 突起 に 極 め て
よ く似て い る． その 電頗 所見は， 光顕的に G F A P染色
で 特に 濃く染 まる 突起が網状 に 腫瘍細胞間を埋 め て い
るの に 一 致 して い る
．
また， この 星 状膠細胞様突起内
に ロ ー ゼ ン タ ー ル 線推の 形成が み られ る こと は， 反 応
性 グリ ア の 所見1 2Iに相応す る． 中間径 フ ィ ラ メ ン トの
増加 した細胞突起 は反 応性 グリ ア1 7刷 41や ， 星 状膠 細
胞腰4 2ト 細 に 見 られ る が， 上衣腰及 び上 衣芽脛 で は， 明
Fig．22． A cho r oidplex u spapillo m a of c a se6，
Showing the va s c ula r e ndothelial fe n e str atio n s
くa r ro wheadsl． X 47000
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らか に 腫瘍細胞 と判 る細胞 の 間隙 を埋 め る 様 に 存在
し， 核 を含む細胞体の 一 部と して増殖す る構造 は見ら
れ なか っ た ． す なわ ち こ の 組織像 は星 状膠細胞歴 と し
て の所見を欠く ． 従 っ て， 光顕上 G F AP 強陽性の 細胞
間胞体突起， あ るい は電顕上 中間径 フ ィ ラメ ン トの密
な線推束 は， 腫瘍内に 残存 した反応性の星 状膠細胞の
突起である可能性が あ る．
光療上 核周囲明費 を伴 い 蜂巣状構造 を呈 す る 2症例
は稀突起膠細胞魔の様に 見 え， 免疫 染色 の 結果は稀突
起膠細胞腰 細 勅 彗 上 衣腫叩 2 8切 い ずれ の 基準 に も 入．
る． しか しその 蜂巣状構造の中に 稀 に 真性 ロ ゼ ッ トが
存在 し， 電顛 で微小ロ ゼ ッ トが よ く見 られ る こ とか ら，
上 衣腫と診断さ れ る．
閉鎖帯 は稀突起膠細胞 珊 瑚 や 稀突起膠細胞腫
瑚 に は
認め られ るが ， 細胞間結合を形態的 に み る手段と して
最も確実 な凍結割断法 に よ る報告5 0判 ま， ラ ッ トの 最
後野の 脳室上衣にお い て は存在 しな い とさ れ て い る一
本 2症例 に お い て は明らか な閉鎖帯 は認 め られ て い な
い
． しか しなが ら1例の腫瘍細胞の胞体内に ， 他の 上
衣腫 に は見ら れ ない 同心 円状層構造が しば し ば認め ら
れた ． この構造物は中枢性 ミ エ リ ン 紺 や ア ニ ュ レ イ ト
ラメ ラ5 2－と明 らか に異な り， 稀突起膠細胞
細 や 稀突起
膠細胞腫や 輔 弼 の電頭像 に お い て報告さ れ て い る■ ま
た 同じ症例 に おい て石灰化物質が見 られ たが ， こ の も
のは上衣腫に おい て比 較的稀 な も の と して報告 され て
お り5 6I， 稀突起膠細胞腫 に は しば しば認 め られ る
1I
．
本 2症例 は， 光顕上稀突起膠細胞腫 を想わせ る蜂巣
状構造 を示す が， 電顕上 は こ の核周囲明牽 を説明す る
構造 は見ら れず上衣腫の特徴 を もつ こ と か ら上 衣腫の
クリア ー セ ル ． バ リアン ト
1の に 該当す ると 考え られ る．
良性， 悪性を含め た脈絡章乳頭腫の診断上 ， 鑑別が
問題 とな るの は， 乳頭状上 衣腫
5 7圃 と上衣芽腫 瑚 ， あ る
い は癌の脈絡叢転移5 7榊Iで ある．
観察 した脈絡叢乳頭腫は， 全て 血管結合織の 上 に 配
列 し， 上衣腫 との鑑別点 に な っ た ． 多層性あ るい は滞
漫性 の増殖 を き た す部分 は血管結合織 に 裏打 ち さ れ
ず， 良性 の脈絡草乳頭腫で は 著 しく少 ない が， 悪 性脈
絡叢乳頭腫で は 広く認め られ た ． そ の部分で の 上衣芽
腫と の鑑別点 は， 血管周囲偽 ロ ゼ ッ トが見 られ る こ と
ほ あっ て も， 決 して真性 ロ ゼ ッ トは見 られ ず， 電顕的
に は微小 ロ ゼ ッ トが認 め られ な い こ と で ある． ま た血
管周囲偽 ロ ゼ ッ ト に お い て も， 星状膠細胞棟突起 が腫
瘍細胞間に 認 め られ な い こ と は 上 衣芽腫 と対照 を な
し， 鑑別が可能 で ある．
悪性腫瘍の脈絡華転移は ， 転移巣 と正常脈絡叢の 境
界が明瞭で移行像を も たず， ま た 原発巣の 特徴 を もて
ばより明確と な る 抑 ．
脈絡草癌 は Le wis川 に よ れ ば壊死組織や肉眼的な周
囲組織 へ の 浸潤 を基準と す る． 悪性脈絡華乳頭腫 で は
核分裂像 を認 め， 核胞体比 が大き く， 多形性が認 め ら
れ る が， 上 述の 脈絡華癌の 基準 に は 入 ら ない も の と思
わ れ る． 実際壊死組織や肉眼的な周囲組織 へ の 浸潤を
も つ も の と も た ない も の で はそ の 予 後も 異な る こ とが
報告さ れ て い る61，62，． 脈絡華癌 ある い は 悪 性脈絡寮乳
頭腫 の 超微像は報告が少な く
9酬 5 9－6116 3 卜6引
， 基 本的に
良性 の 脈絡叢乳頭腫 と共通す る構造が 見 られ るとさ れ
るが ， そ の 報告 に見 られ る細胞 は様々 で あ る． 観察し
た 悪 性脈絡寮乳頭腰 は正 常脈絡草細胞と超微像が近似
して い る も の で ， M cComb
5 7，
， 持松6り， M oss6
5，らの 報
告 した もの に近 い ．
免疫組織化学的検索で は ， G F A P とビ メ ン チ ン に 対
して 多く の 症例 が陰性 で あ っ た の に対 し， ケ ラ チ ン に
対 して は ヒ トの 対照と腫瘍 6例中5例が陽性 と い う結
果を得た ． こ の こと か ら， 正 常脈絡華及 び脈絡襲乳頭
腫の 胞体内 に 少ない なが ら存在す る 中間径 フ ィ ラ メ ン
ト に は ケ ラ チ ン 蛋 白 が 含 ま れ て い る と 考 え ら れ
る 柑6 7つ
．
一 方 G F A P陽性馴包の 混在 は局所的 な上衣細
胞 へ の 分化 とす る見方が あ り
6 8－
，
ビメ ン チ ン 陽性の 正
常脈絡草及び脈絡華乳頭膿 も報告さ れ て い る
2 別
． S－100
蛋白に 対 して は 6例中4例 が陽性 で ， 対照 は一一 部陽性
で あ っ たが ， 諸 家の 報告は概ね 陽性で あ り
3 7脚
， い ずれ
も胞体 の み な らず核 も し ばしば染まる 点も共通 してい
た
．
脈絡叢乳頭腰 の 線毛は， 上 衣腰に 比 し乳児 を含む小
児例， 成人例と も に 少な く ， これ をも た な い 細胞が圧
倒的に 多い ． 正 常脈絡叢 に お け る線毛 は ， 胎児期に お
い て 多 ぐ－， 生後減少す る 弼 と い う ． また ， 線毛 の 中の
軸糸対は規則正 しく 配列 し， 上衣芽腫 に 見ら れ た様な
異形の線毛7 D卜7
2恨 認 め られ な か っ た ． 良性の 脈絡叢乳
頭腰 で は細胞配列 に お ける細胞の 極性が よ く保たれ て
い る
．
し か しな が ら脈絡叢乳頭腫 に は ， 線毛が 隣接す
る細胞間を走行 した り， 基底小体が基底膜近傍 に存在
す るな どの 異常が 見ら れ ， 著者が渉猟 し得た限りで は
今回 観察さ れ た もの 以 外に は報告 をみ な い ．
結 論
手術 に よ っ て得ら れ た上 衣脛， 上 衣芽脛， 脈絡叢乳
頭腰， 悪性脈絡叢乳頭凰 及 び対照 と して 正常 ヒ ト成
人 ， マ ウ ス ， 鶏胚 の 脳室壁， 脈絡叢 に つ い て， 光顕的，
電顕的 な らび に 免疫組織化学的 に 検索 し， それ ぞれ の
腫瘍 の 組織学的特徴 と， そ の 診断， 分類 に つ い て検討
し次の 結論 を得た．
1 ． 上 衣腫， 及 び 上 衣芽脛 は全 て光顕的 に 真性 ロ
ゼ ッ ト をも ち， 上 衣芽腫 の 一 部を 除い て， 電顕的 に微
脳室上衣腫 ， 脈絡黄乳頭腫 の 組織学的研究
小 口 ゼ ッ ト をも つ ． こ の こ と ば確定診断の 根拠 と なる ．
上衣膵及 び 上 衣芽腫は全て G F AP 陽惟 で ケ ラ チ ン 陰
性で あ り， こ の こ とは 鑑 別診断に 役立 つ ．
2 ． 上 衣芽腫 は光蹟的 に 真性 ロ ゼ ッ トの 数か ら更に
2群に 分 け られ， それ ぞ れ電顕 的か つ 免疫組織化学的
に異な る特徴 をも つ ． す な わ ち， 真性 ロ ゼ ッ トの 多数
存在す る群 は電顕 的 に 微小 ロ ゼ ッ トを 多数も ち ビメ ン
チ ン陰性 で あり， 真性 ロ ゼ ッ トの 少な い 群は 電顕的に
明 らか な微小 ロ ゼ ッ ト をも た ず ビ メ．ン チ ン に 陽性 で あ
る．
3 ． 上衣腫 6例中2例 は， 光顕的に 核周囲明費 を伴
う蜂巣状構造 を示 し ， 免疫組織化学的 に G F A P陽性
で ， か つ 電 顕的に 上衣腫の 特徴をもつ クリア ー セ ル ． バ
リア ン トと診断さ れ た． こ の 超徴像に は， 微小ロ ゼ ッ
トの ほ か 同心 円状層構造が し ば しば認 め られ る．
4 ． 上衣腰及 び 上衣芽腰 で， 電頼的に 中間径 フ ィ ラ
メ ン トの 線維束は ， 腫瘍細胞間や血管周囲 に 多く存在
し， 光顕 的に G F A P強陽性の 胞体突起 の 分布と 一 致す
る．
5 ． 良性及 び悪性 の 脈絡策乳頭腰は， 真性 ロ ゼ ッ ト
や Ho m e rW right ロ ゼ 1
1
J 卜 を持たず ， ケ ラ チ ン と S－
1 00蛋白びつ陽性率が高 く， 多くが G F A Pや ビメ ン テ
ン に 陰性 で ある．
6 ． 光顕組織学的に 悪性 の 脈絡黄乳頭脛で も， 頓 死
組織や周囲組織 へ の 浸潤が認め ら れ ない も の は， 電頗
的に は良性 の 脈絡華乳頭腫 と共 通 し た構造を も ち， 生
命予後も 良く， 脈絡牽癌と は区別され る べ き で あ る．
7 ． 上 衣芽腰 1 例に 脛大化 した異常線毛が ， ま た良
性及 び悪性 の 脈絡帯乳頭腫 2例に 腫瘍細胞間や基底膜
近傍に 位置す る線毛 ま た は基 底小体が 認 めら れ た．
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epe ndym obla sto ma displayed abn o r m ally gl a nt Cilia with bizarre a xon e m e， a nd tw o cho r oid
ple xu spapillo masshow ed cilia abn o r m allyloc ated betw e n the tu m o r cells a nd basal bodies at
the ba s alpole ofthe c ell． In c o nclu sio n， tr u erOSetteSin light mic roscop yand mic rorosettesin
ele ctr on mic ro s c op yar ethe m o stim po rta ntstr u ctu re sfbrthe diagnosis ofboth epe ndym om as a nd
epe ndym obla sto m a s． Clear c e11va ria nts of the epe ndym o m a a nd m alignant cho roid ple x u s
PaPillo m a sca n dennitely be prov ed by ele ctr o n mic r o scop y． lm m u n ohist oche mical data may
als o c o ntribute to the difftrential diagn o sis．
